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猫

逸

最

近

の
肚

會

學

論

日

米

田

庄

太

郎

緒

コ
目

今

や
革
命
後

の
濁
逸

に
於

て
、
肚

會
學

の
研
究

が
大

に
勃
興

し
て
居

る
。
多
藪

の
大
學

に
於

て
は
、
大
戦
前

に

於
け
る

ε
異
な
り
、
愈

愈
學

の
講
義

が
盛

ん
に
行

な
は

れ
、

ベ
ル
リ

ン
大
學

や
新

設

の
ケ

ル
ン
大
學

な
ぞ
に
於
て

は
、
特

に
肚
會

畢

の
激
授

さ

へ
任
命

さ
れ
、
叉

O
霧

同彦
暮
暮

葺

uり
o
N
[劈
く[沼
o自
。訂

穿
p
言

囚
2
昌

の
如

き
心

の
が
新
設

さ
れ
、
而
し

て
多

撒

の
雑
誌

に
於
て
、
肚
會

學

よ
の
論
文

が
盛

ん

に
現

は
れ
、
伺

ほ
新

π
に

穴
α
巨
o
「

<
軍

門皇
尊

田
富
浮

蜜
「
Q。
。
N[匙
-
≦
密
雲
認
証
穿

鵠

の
如

き
も
の
が
獲
行

さ
れ
、
殊

に
肚
曾
學

上

の
重
要

な
る
著
作

が
続

々
公

に
さ
れ

て
來

た
。
革
命

後

の
猫
逸

に
於

け

る
右

の
情

況
を
、
大
革
命
後

の
佛

國

に
於

て
近
世
社
倉

學

が

生
ま

れ
た

〔或

は
少
な
く

も
署

し

き
嚢
達
を
な

し
て
来

た

)情

況
ざ
比
較
し

て
考

へ
る
ε
、
吾
人

は
肚
會
學

史

の
研

究
上
大

に
得

る
庭

が
め

る
ご
思

ふ

の
で
あ
る
が
、
併

し
此
虞

に
は
此

の
問
題

に
は
鯛

れ
な

い
で
、
只

最
近
濁
逸

に

於

て
肚

曾
學

が
勃

興
す

る
に
嘗

て
、
盛

ん

に
論
議

さ
れ

て
居

る

一
問
題
、
即

ち
肚

會
學

の
概
念
及

び
其

の
構

成

に

關
す

る
問
題

、
換

言
す

れ
ば
肚

會
學
は
如

何
な
る
學
問

で
あ
る
可
く
、
又
如

何
に
構
成
或

は
組
織

さ

る
可
き
ゃ

蓬

論

叢

猫
逸
最
近
の
祉
會
畢
論

策
十
八
巻

(第
三
號

二
こ

五
七
「



論

叢

濁
逸
最
近
の
肚
會
學
論

、

第
十
八
谷

(第
三
號

二
二
V

五
七
二

云
ふ
問
題

に
就

て
、
諸
家

の
見
解

に
批

判
的
考
察

を
加

へ
る
に
止

め

る
。

而
し
て
余

は
濁
逸

に
於
け

る
此
の
問
題

に
關
す

る
論
争
を

、
挽

割
的

に
考
察
す

る
こ
ε
は

、
今

や
同
じ

く
肚
會
學

の
眞
面
目

な
學

問
的

な
研
究

が
、
勃

興

せ
ん

ご
す

る
我

国

に
於

て
、
甚

だ
有
益

で
あ

る
ご
信
ず

る
。

抑

々
何
れ

の
國

に
め
り
て
も
、
肚

會
學

の
研
究

が
獲

達
す

る
初

め
に
於

て
、
殊

に
學
盾

の
注
意

を
惹

く
問
題

は

肚
會

學
ば

一
の
新

し
き
學
問

ご

し
て
成

立

し
得

る
も

の

で
あ
る
が
、
或

は
特

に
肚

會
學

な
る
新

し
き
學
問
を
建

設

す

る
必
要

が
あ

る
か
ε
云
ふ
問
題

、
叉
之

れ
に
俘

ふ
て

起

る
庭

の
、
肚
會

學

は
如

何
な

る
學
問

`
し

て
考

へ
ら

れ

如
何

に
組
織
或

は
構

成

さ
る
可

き

か
ご
云

ふ
町
題

で
あ

る
。
而

し
τ
今
日
濁
逸

に
於

て
も
此
等

の
問

題

が
盛

ん
に

論
議

さ
れ
て
居

る
の
で
め

る
が
、
併

し
吾

人
は
猫

逸

に
於

け
る
其
筈

の
問
題

に
聞

す

る
今
日

の
論
争

に
於

て
、
特

に
注

意
す

可
き
も

の
が

あ
る
。
実

れ
は
近
頃
濁
逸

に
於

て
認
識
論
、

論
理
學

及

ぷ
方
法
論

、
即

ち
畢
問
論
、

(飢
8

≦
笛
窪
胃
ゴ
践
一包
。ぼ
ε

の
研
究

が
盛

ん
に
行

は
れ
、
新

し
き
學
問
諦
め
獲

達

し
凍

れ

る
際

に
、
革
命

の
影
響

に
よ

り

て
耽
會
學

が
勃

興

し
、
而

し
て
新

し
き
學

問
論

に
結

び
付

け

て
、
右

の
問
題

が
論

究

さ
れ

て
居

る
ε
云

ふ
こ
ε

で
あ

る
。

ぎ
れ
ば
吾

人
は
今
日

の
凋
逸

に
於

て
行
は

れ

て
居

る
庭

の
、
右

の
問
題

に
關

す

る
論
争

を
批

判
的

に
考

察
す

る
ε
、
肚

曾
學
の
學
問
論
的

研
究

上
、
畢

ぷ
庭

少

な

く
な
.い
の

で
あ
る
。

否
な
肚
曾
學

の
學
問

論
的
研
究
は

今

日
の
凋
逸

の
學

界

に
於
て
最

ε
も

よ
く
獲

達
し

て
居

る

の
で
、
吾

人
は
之

を
考
察

す

る

こ
ε

に
よ

っ
て
、
此

の

問
題

の
現
状
を
最

も
よ
く
、
η
ハ
最

ε
も
深
く

理
解
す

る
こ
ぜ
が
出
乗

る

の
で
あ

る
。

㌔

り



但

し
革

命
後

の
濁
逸

に
於
て
、
肚
曾
學

ご
云

ふ
語

が
急

に
流
行
語

ε
な
り
、
而

し
て
肚

會
學

の
研

究
.は
、
大

に

勃

興

し
て
来
た
が

、
併

し
去

れ
は
突

然
起

つ
陀
事

で
は

な

い
の

で
、
革
命
前

に
於

て
も
肚
會
學

は
徐

々

に
獲
達

し

て
居

た
、
否
な
種

々
な

る
肚
曾

射
撃
學

や
哲
學

の
範

園

内

に
於

て
、
肚

曾
學

上

の
諸

問
題
は
盛

ん
に
考
究

さ
れ

て

居

た
の
で
あ

る
。
而

し
て
叉
今

日

の
濁
逸

の
吐

曾
學
は

、
革
命
前

の
猫
逸

の
祇
曾
學

ε
關
係

な
し

に
新

興

せ

る
も

の
で
な

く
、
決

れ

に
連
緩

し

て
、
或

は
夫

れ
を
継

承

し

て
鞍
達

し
て
居

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば

本
論
交

に
於

て
、

革
命
後

の
今
日

の
肚
會
學

の
獲
達

を
考
察

せ

ん
ご
す

る

に
當

っ
て
も

、
吾

人
は
革
命
前

の
獲
達

を
無
醒
す

る

こ
ε

は
出
家

な

い
。
否

な
之
れ

に
結

び
付

け
て
考
察

せ
ね
ば

な
ら
な

い
の

で
あ
る
。
併

し
余
は
此

威

に
は
便

宜
上

、
革

命

後
の
肚

會
學
論
争

を
考
察

の
主
題

ξ
な
し

、
而

し
て
革
命
前

の
祉
會
學
論

に
就

て
は
.、
必
要

K
慮

じ

て
之

れ
ざ

結

び
付

げ
て
、
論

じ
及

ば
ず

こ
ε
ε
す

る
。

.

却

説
革

命
後

の
猫
逸

の
肚
曾
學

に
就

て
、
先

づ

【
般
的

に
注
意
す

可
き
は
、
革
命

後

の
濁
逸

政
府

の
最
初

の
文

部
大
臣

ホ
ッ

フ

マ
ソ
氏

、
其

の
次

の
女
部
大

臣

へ
ー

ニ
ツ

シ
ユ
氏
及

び
衣
部
次
官

ベ
ツ
ケ

ル
氏
寺

が
、
濁
逸

の
大

學

教
育

を
政
造

し
更
新

す

る
爲

め

に
、
猫
逸

の
大
學

に
肚

曾
學

の
敏
授
職
を

設
け

ん
ε
し
た

こ
一し
で
あ

る
。
'而

し

て
其

の
主
旨

を
襲
表
す

る
や
、
學

者
閏

に
大

に
論

議

が
起

っ
た

の
で
あ

る
が

、
此
庭

に
右

の
　入
部
省
説

に
反
狗

せ

る
學
者

の
代
表
的
意
見

ご
も
見
倣

す

可
き

フ
ラ
イ
ブ

ル

ヒ
(
イ
ー
・
べ
一
)
大
畢

の
史
學

漱
授

に
し
て
、
現
代

の
凋
逸

に
於

け
る
更
學

の

一
大
家

、
グ

オ

ル
ピ
、
7
オ

ン
、
べ
ー

口
羽
氏

の
説

を
、
先

づ
述

べ
て
本

論
丈

の
端
緒

を
開
く

こ

論

叢

猫
逸
最
近
の
肚
會
學
論

第
十
入
谷

(第
三
號

二
三
)

五
七
三

,

F
ゴ



『

「

論

叢

ご

ご

す

る

。

蜀
逸
最
近
の
肚
會
畢
論

■

第
十
八
巻

(第

三
號

二
四
)

五
七
四

フ

ォ

ン
、

べ
ー

ロ
ー

氏

の

　肛
會

學

論

φ

(
其

ご

フ
オ
ソ
、
べ
ー

口
置
氏
(
Ω
8
お

く
o
口

oゴ
血
o
邑

は
、
千

九
百
十

九
年

の
終
b

頃
、

シ

ユ
モ
ラ
i
年
報

に
於
て

「
激

科

ε
し
て
の
肚
會

學
」

`
題

す
る
長

論
文
を
公

に
し
て

、

(uD
o
N互

o
鴨
Φ
四『

ぴ
警
「⑤
。ゴ
・
国
育

ξ
三
の聾
臼

b」
①軍
国
『q

N∈

=
0
9
]。筈
三
話
♂
H日
.1
しD
。げ
ヨ
o=
o「も・
宣
耳
σ
昌
9

う
ぼ

O
Φ
。・①
冒
σq
Φσ
q
口σq
-

<
①
「類
巴
げ巨
㈹
輩
急
く
o
野
・。乱
「厨
筈
坦
沖

一白

U
2
ぼ目
ゴ
窪

困
①冨
プ
ρ

出

」

㊤
騨
αq
聾
σq
・
≦

。隠

田
=
舞

・
δ

[り
・)

土

に
述

べ
し

交
部
省

説

に
反
鍬

し
、
大
學

に
於

て

新

に
砒

會
學

の
漱
授
職

を
設
け

る
必

要
な

き

こ
ξ
を
論

辯

し
た

の
で
あ

る
。
但

し
右

の
論

亥
中

、

フ
オ

ソ
、

べ
ー

ロ
ー
氏

が
肚
會
主
義

的
文
部
省

が
、
今
日
大
學

に
肚

會
學

の
激
要
職
を
新
設

せ

ん
ご
す

る
眞
意

の
如
何

に
就

て
論

評

さ
れ
て
居

る
こ
ξ
や
、
其

の
他

政
治
論

に
關
す

る
事
は

、
純
學
問

的

に
同
氏

の
肚
會
學

論
を
評

腰

ぜ
ん

ざ
中

る

余
輩

に
ε
b

て
、

め
ま
b

興
味

の
な

い
こ
ε
で
あ

る

か
ら
、
総

て
之

を
看
過

し
、
只
純
塁

間
的

に
重
要

ご
思

は
れ

る
方

面
を
考
察
す

る
に
止

め
る
。
余
は
同
氏

の
肚
會

學
論

に
は
賛
成
す

る
こ
ε
が
出
來

な

い
が

、
併

し
同
氏

の
豊

富
な

る
歴
史

的
智

識
を
利

用
し

て
著
れ

た
る
看

の
論

文

は
、
耐

雪
學

更

の
研
究

上
有
益

な

る
智
識

を
五
口
入

に
與

へ

る
ご
思

ふ
か
ら
、
叉
右

の
論
文
は
其

の
後
小
冊

子

ξ

し
て
も
刊
行

さ
れ

て
居

る
が
、
併
し
今
日

我
国

で
は
容

易
に

手

に
入
ら
な

い
か
ら

、
叉
右

の
論
文

は
新
刊

の
濁

逸

の
肚
會

學
書
中

に
は
よ
く
引

用

さ
れ
て
居

る
か
ら

、
此
庭

に

層

0



余
は
讃

者

の
便
宜

の
矯

め
に
、
右

の
論
文

の
大
要

(特

に
純

學
問
的

に
重
要

ε
思

は
れ

る
部
分

の
大
要

)
を
稍

々
詳

し
く
述

べ
て
置
き

た

い
ξ
思
ふ
。

.

.

.フ
オ
ソ
、

べ
ー

ロ
ー
武

の
論

文

に
於

て
、
其

の
論
述

の
順
序

上
余

輩

の
先

づ
注
意
す

可
き
は

、
耐
會
學

的
問
題

は

永

い
以
前

か
ら

既

に
多
激

の
學

問

に
於

て
研
究

さ

れ
て
居

る
の
で
、
決
し

て
近
頃

に
至

っ
て
始

め
て
研
究

さ
れ

た
も

の
で
な

い
事
を
、
諭

讃
せ

ん
ε
す

る
部

分
で

め

る
。

そ
う
し
て
余
は
肚
會
學
史

の
研
究

か
ら
見

て
、
此

の
部

分
が
甚

だ
有

益
で

あ
る
ご
考

へ
る
の
で
、
此

腱

に
先

づ
其

の
大
要
を
相

々
詳

し
く
述

べ
て
置
く
。

夫

れ
學

問
界

に
於

て
は
耐

會
學
は

人
間
共

同
生
活

關
係

論

(α
δ

Hδ
耳
。
く
。
p
α
窪

O
Φ已
ωヨ
・・。冨
穿
げ
の
N闘9
暮
鷺
⇒

ユ
窪

ン常
島
島
窪

)

ε
し
て
定
義

さ
れ
て
居

る
。
併

し

か
か
る
定
義

か
ら

し
て
、
肚

會
學

の
領
域

ε
考

へ
る
可

き
も

の
は
甚

だ
慶

大
に
し
て
、
到

底

一
科
學

の
研

究
し
蠢

く
し
得

る
も

の
で
は
な

い
か
ら
、
眞

面
目

に
肚
會
學

を
研
究

せ

ん
ε
す

る
人
々
は
、
.其

の
領
域

に
制
限
を

加

へ
る

こ
ε
が
必
要

で
あ

る
ε
考

へ
た
。

か
ぐ

て

ジ

ム
メ
ル
の
如

き

は
、
就

會
學

を
共

同
生
活

關
係

の
諸

形
式

の
研
究

に

限
ら

ん
ε
す

る
の

で
あ
る
。
併

し

か

、
る
定
義

に
就

て
考

へ

る
も
、
肚
曾
學

の
領
域
は

あ
ま
り

に
贋

ぐ
見

定

め
ら

れ

て
み
な

い
か
ご
云
ふ
疑
ひ

は
、
直

ち

に
起

ら
ざ

る
を
得
な
,

い
。
共
同
生
活
關

係

の
形

式
は

、
只

見
掛

上

、
共

同

生
活

一
般

か
ら
厭

別

さ
れ
る
だ
け
で

あ
る
。

い
つ
れ

に
し
て
學

問
の
歴
史
を
考

察

せ
る
人

々
は
誰

も
、
人
聞

の
共

同
生

活
關
係
ば
多
数

の
學
問

に
よ
り

て
、

親

察

さ
れ
研
究

さ
れ

て
居

る
こ

ご
、
叉
既

に
永

い
以

前

か
ら

、
其

れ
に
學
者

の
注
意

が
向

け
ら

れ

て
居

た

こ
`
を

論
摩
叢

凋
逸
最
近
の
肚
曾
畢
論

第
十
八
巻

(第
三
號

二
五
)

五
七
五



論
勲
業

濁
逸
最
近
の
肚
會
學
論

第
十
入
谷

(第
三
競

二
六
)

五
七
六

疑
は
な

い
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば

ジ
ム
メ
ル
の
如
き
博
大
な
研
究
者
が
千
九
百
八
年
に
公
に
せ
る
彼
の
「
肚
曾
學
」
に

於
て
、「
個
人
の
相
互
作
用
及
び
協
働
か
ら
し
て
、
歴
史
的
現
象
を
説
明
す

凸
こ
ε
」
が
、
比
較
的
に
新
し
き
こ
ご

で
あ
る
が
如
く
に
述

べ
て
居

る
の
は
、
不
思
議
で
あ
る
。

今

ジ
ム
メ
ル
が
今
日
學
問
界
に
於
て
常
例
ε
な
れ
る
考
察
法

に
勤
立
さ
せ
て
排
斥
し
て
居
る
考
察
法
、
即
ち
歴

史
的
事
實
に
随
ふ
て
文
化
の
内
容
、
脛
濟
の
諸
種
類
、
倫
理
の
諸
規
範
等
を
、
個
人
か
ら
或
は
個
人
の
悟
性
及
び

利
害

か
ら
説
明
せ
ん
ご
し
、
而
し
て
去
れ
が
成
功
し
な

い
場
合
に
は
、
直
ち
に
形
而
上
學
的
或
は
魔
術
的
原
因
に

訴

へ
ん
ε
す

る
考
察
法
は
、
啓
蒙
時
代
、
第
十
八
世
紀
の
考
察
法
で
あ
る
。
其
の
時
代
.の
人
々
は
、「
歴
史
的
現
象

を
出
來
る
だ
け
個
人
の
意
識
的
行
動
、
個
人
の
計
査
及
び
奸
智
か
ら
説
明
せ
ん
ε
す

る
強

い
傾
向
を
、
常

に
有

っ

て
居
た
。
併
し
啓
蒙
主
義
は
遂

に
、
殊

に
浪
漫
主
義
的
運
動

に
ぼ
つ
て
撃
退

さ
れ
た

か
ら
、
人
々
は
遂
に
叉
其

の

歴
史
的
現
象
説
明
の
方
法
を
も
排
斥
し
た
の
で
あ
る
。
啓
蒙
時
代
は
歴
史
的
現
象
の
説
明
に
於
て
、
大
な
る

↓
偏

見
を
齎
ら
し
た
こ
ご
は
、
否
ま
れ
な
い
。
夫

れ
以
前

の
諸
職
代

に
於
て
は
、

一
層
完
全
な
方
法
が
行
は
れ
て
る
た

の
で
、
面
し
.て
今
日
の
砒
會
學
者
が
大
に
.尊
重
す
る
威
の
適
切
な
る
観
察
が
、
入
間

の
共
同
生
活
関
係

に
關
し
て

行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
併

し
啓
蒙
時
代

の
學
者
が
、
.其
の
見
解
の
偏
局

で
あ
っ
元
に
拘
ら
す
、
其
の
考
察

に

於
て
甚
だ
熱
誠
に
し
て
、
人
間
共
同
生
活
關
係
の
智
識
を
増
進

さ
せ
π

こ
ご
も
亦
疑
は
れ
な

い
。
而
し
て
彼
等
の

説
明
を
、
「
肚
會
學
的
」
説
明
ε
稽
す

る
こ
ご
を
否
む
可
き
理
由
ぽ
毫
も
な

い
の
で
あ
る
。
成
程
彼
等
の
説
明
は
甚

■

1



だ
偏
局
な
も
の
で
あ
っ
陀
が
、
し
か
も
夫
れ
は
常

に
眞

面
目
な
熱
誠
な
努
力
を
意
味
す

る
も
の
で
あ

っ
た
。
第
+

九
世
紀
の
進
行
中

、
歴
史
に
於
け
る
無
意
識
的
勢
力
を
あ
ま
り
に
偏
重
す
る
事
に
反
射
し
、
而
し
て
意
識
的
行
動

に
注
目
せ
ん
蓬
す
る
傾
向
が
起

っ
て
居
る
が
、
実
れ
は
不
當
で
な

い
反
動
ε
し
て

一
般
に
認
め
ら
れ
て
居

る
。
さ

は
れ
余
輩
は
決
し
て
啓
蒙
主
義
の
讃
仰
者

で
な

い
、
寧
ろ
歴
史
的
事
實
の
眞

に
學
的
な
説
明
は
、
浪
漫
主
義
連
動

か
ら
始
ま
れ
る
も
の
な
る
を
認
め
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。
か
の
ジ

ム
メ
ル
の
如
き
遇
、
若
し
浪
漫
主
義
運
動
を
よ

く
研
究
し
π
な
ら
ば
、
彼
は
必
ず
彼

の
「
肚
曾
學
的
」
説
明
を
夫
れ
に
結
び
付
"
て
考

へ
、
而
し
て
「
肚
會
學
」
を
甚

だ
若

い
新

し
い
學
問
で
あ
る
が
如
く
に
は
、
決

し
て
考

へ
な
か

っ
た

で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

浪
漫
主
義
は
歴
史
的
現
象

の
淵
源

ε
し
て
、
無
意
識
的
勢
力
、
客
観
的
勢
力
を
認
め
る
こ
{
に
よ
b
て
、
値
入

、
の
意
識
的
行
爲
か
ら
、
歴
史
的
現
象
を
偏
屈
的
に
説
明
せ
ん
ぜ
す
る
方
針
を
排
斥
し
π
。
此

の
黙
に
就
て
は
浪
漫

主
義

の
民
族
精
神
説
を
憶

ひ
起
せ
ば
充
分
で
あ
る
。
浪
漫
主
義
は

↓
民
族
の
法
制
、
言
語
隅
藝
術
等
は
、
総
て
其

の
民
族
の
民
族
精
神
の
顕
現
で
あ
る
ε
見
花
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
浪
漫
主
義
的
民
族
精
神
誘
を

一
笑
に
附
.す

る

こ
ご
が
、
多
く
の
方
面
の
人
々
の
問

に
常
例
ε
な

っ
て
居
る
が
、
併

し
夫

れ
は
實

に
第
十
九
世
紀
が
企
だ
て
た
歴

愛
蘭
説
明
の
全
禮

の
基
礎
を
作

っ
て
居
る
の
で
、
而
し
て
叉
著
名
な
る
ジ
ム
メ
ル
の
「
肚
會
學
」
も
、
夫
れ
が
有
力

有
効
で
あ
る
限
り
に
於
て
は
、
矢
張
り
同
じ
基
礎

の
上
に
建
て
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
但
し
余
輩
が
右
の
如
く

考

へ
る
場
合
に
は
、
晟
族
精
神
の
概
念
を
只
限
定

さ
れ
π
る

]
民
族

の
糟
…紳
、
只
国
家
的
に
統

一
さ
れ
た
る

一
民

論

叢

蜀
逸
最
近
の
社
倉
畢
論

第
十
八
巻

(第
三
號

ご
七
)

五
七
七

「



論

叢

濁
逞
最
近
の
肚
會
學
論

、

第
十
八
巻

(第
三
號

二
八
)

五
七
入

族

の
精

神

を
意
味
す

る
だ
け
に
限

る
の
で
な
く
、
人
類

に
於

て

.一
般

に
成

立

し
得

る
諸

般

の
共

同
團
膿

の
精

神
を

包
括

的

に
意
味
す

る
も

の
ε
解
す

る
の
で
あ

る
。

丁

さ
は
れ
余
輩
は

浪
漫

主
義

運
動
ぢ

、
始
め

に
は
矢
張

り
或
偏

局
性

を
帯

び
て
居

た

こ
ご
を
認

め
る
。
民
族

精
神

の
静

か
な
無
意
識
的
作

用
を

あ
ま
b

に
高

調
し
、
立
法

家

の
意

識
的
完

成
的
活
動

を
排
斥

し
た
の
は

、
催

か
に
浪

漫
主
義

の
偏

見
で

あ

っ
た
。
併
.し

か

、
る
偏
見
は

浪
漫

+正
義
運

動

の
本
質

を
な
す

も
の
で
な

い
。
而

し

て
今

日

一

般

に
承
認

さ
れ

て
居

る
慮

の
、

個
人

が
.其

の
属
す

る
共

同
團
艦

に
於

て
占

め
る
地

位

に
閲

す

る
多
く

の
思
想

は
、

,
浪
漫
主
義

の
時

代

か
ら
値
…は

っ
て
居

る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
浪
漫
主

義
君

ア
ダ

ム
、

ミ

ュ
ラ
ー
が
、

一
般
的
勢

力

に
よ
り

て
個

人
の
規
定

さ
れ
て
居

る

こ
ご
、
早

代

に
よ
り

て
後
代

が
影
響

さ
れ
て
居

る
こ
ざ
、
傳
読

が
各
個

人
及

び
個

々
の
具
膿

的
国
家

に
與

へ
る
方
針
或

は
指
導

等

に
就

て
述

べ
し
見
解
は

、
今

日
厭

く
承
認

さ
れ

て
居

る

〔但

し
余
輩

は

ミ

ュ
ラ
ー
の
考

へ
し
ょ
b
も

一
思
人
な

る
役

目
を
個
人
的

因
素

に
認

め
る
の
が
正
賞

で
あ

る

ε
思

ふ
}

要
す

る
に
余

輩
は

、
近

世
「
肚
會

學
」
の
藏

有
す

る
有
力

、
有
効
な

る
部
分
は
、
主

ε
し

て
浪
漫
主
義

に
源
を
爽

す

る
も

の
ど
考

へ
る

の
で
あ

る
。

浪
漫
主
義

の
時

代
以
來

、
學
問

の

一
般
的
進
歩

ε
共

に
、
人
聞

の
從
騙

す

る
共

同
生
活

關
係

の
知
識

は
、
大

に

増
進

し
た
。
人

々
は
其

の
時
代

に
於

て
据

へ
付

け
ら
れ

た
土
塁

の
上

に
、
益

々
建
築

を
続

け
元
。
殊

に
経
済

的
條

件
を
大

に
考
慮

す

る
こ
ε
は
、
重
要
な

る

一
進
歩

で
あ

る
。

も

つ
ε
も
経

済
的
條
件

を
重
要
醒
す

る
傾
向

も

、
以

り



前
に
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
な

い
。

ニ
ー
プ
ー
ル
の
「
羅
馬
史
」
や
、
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ソ
の
「
濁
逸
私
法
論
」
を

擧
げ
る
だ
け
で
、
此
の
事
を
示
す
.に
充
分
で
あ
る
。
さ
は
れ
近
頃

に
至

っ
て
、
経
済
的
條
件
を
重
要
視
す
む
こ
ε

は
、
殊
に
必
要
ε
な
り
、
叉
可
能
こ
な

つ
セ
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
術
ほ
、
厳
重
に
云

へ
ば

マ
ー
ル
ク
ス
説
は
、

始
め
て
人
間
が
経
済
的
勢
力
に
依
存
す
る
こ
ε
を
激

へ
、
千
八
百
四
十
七
年
の
「
共
産
主
義
宣
吉
晋
」
は
、
始
め
て

之
れ
に
封
ず
る
公
式
を
興

へ
π
も
の
ξ
見

る
見
解
が
、
屡
々
唱

へ
ら
れ
て
居

る
が
、
併

し
實
際
に
於
て

マ
ー

ル
ク

ス
以
前
に
、
既

に
豊
富
な

る
経
済
史
酌
女
献
が
存
し
、
叉
人
聞
ざ
経
済
的
關
係
ε
の
關
係

に
閲
す
る
明
白
な
る
思

想
が
、
多

祥
説
述

さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
此
の
黙
に
就
て
は
、

マ
ー
ル
ク
ス
説
は
全
く
新
し
き
何
物
を
も
説

い

て
居
な
い
の
で
、
只
以
前
に
唱

へ
ら

れ
て
居
π
こ
ざ
を
誇
張
し
、
そ
う
し
て
之
を
蟹
隈
的
政
治
的
煽
動
に
、
有
効

に
用
ひ
得
ら
れ
る

　
公
式
に
於
て
、
.云
ひ
表
は
し
た
ゴ
け
で
あ
る
。
「
共
産
主
義
宣
言
書
」
は
全
く

一
般
の
脛
濟
史

的
文
献
中
の

一
に
過
ぎ
な

い
も
の
で
、
叉
ま
さ
し
く
其

の
事
實

に
よ
り
て
、
夫
れ
が
浪
漫
主
義
の
歴
史
研
究
に
依

存
す
る
も
の
な
る
こ
ご
が
示
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
肚
會
主
義
者
ご
同
じ
く
、
浪
漫
主
義
の
影
響
を
受
け
た
歴
史

法
學
派
や
歴
史
穫
濟
學
振
の
人
々
も
、
大

に
経
済
史
的
研
究

に
力
を
注

い
で
居

る
の
で
、
要
す

る
に
現
代
の
経
済

史
的
研
究
は
、
浪
漫
主
義
の
影
響
に
よ
り

て
諸
方
面
に
於
て
獲
達
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
歴
史
脛
濟
學
派
は

計
　會
主
義
釣
友
献

に
起
源
を
獲
せ
る
も
の
ε
見
る
は
謬
見

で
あ
る
。

今
人
間

の
経
済
的
關
係
が
包
括
的
に
研
究
さ
れ
る
に
至

っ
て
、
人
間
共
同
生
活
開
悟
の
研
究
は
、
或
意
味
で
終

論

叢

濁
逸
最
近
の
肚
曾
學
論

策
十
八
巻

へ第
三
號

二
九
)

五
七
九



、

.

論

叢

濁
逸
最
近
の
肚
會
學
論

策
十
八
巻

(第
三
號

三
〇
)

五
入
○

結
し
だ
ご
も
見
倣
し
得
ら
れ
る
が
、
更
に
殆

ん
ご
同
時

に
、
人
間
ご
地
理
的
国
境

ε
の
關
係
に
就
て
、
既

に
永

い
、

以
前

か
ら
行
な
は
れ
て
居
π
観
察
が
、
地
理
學

の
建
設
に
よ
り
て
益
々
深

め
ら
れ
、
而
し
て
人
類
學
や
土
俗
學
及

び
人
類
學
等
の
獲
蓬

に
よ
り
て
・
入
間
ご
外
界
ご
の
關
係
は
愈
々
完

全
に
研
究
さ
れ
で
來
だ
が
、
術
ほ
千
八
百
六

十
年
代
の
始
め
に
、
ラ
ッ
ア
ル
ス
及
び

シ
ュ
タ
イ
ン
タ
!
ル
に
よ
唾
て
、
新
だ
に
民
族
心
理
學
が
建
設
さ
れ
た
。

而
し
て
此
の
際
民
族
心
理
學
は
、

↓
見
す
れ
ば
新
し
き
要
求

に
慮
す
る
爲
め
に
建
設
さ
れ
た
る
、
全
く
新
し
き
學

問
で
あ
る
が
如

く
に
思
は
れ
る
が
、
併
し
夫
れ
も
浪
漫
主
義

に
淵
源
を
獲

せ
る
も
の
に
し
て
、
其

の
思
想
は
既

に

浪
漫
主
義

の
夙
族
精
神

の
思
想
中

に
孕
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ご
凋
逸
に
於
て
巖
達

せ
る
右

の
諸
研
究
或
は
諸
學
問
よ
り
も
、
夏
に
多
大
な
る
要
求
を
以
て
、
去

れ
以
前

か
ら
實
謹
主
義
の
肚
會
學
が
、
佛
國

に
於
て
建
設
さ
れ
て
居
た
。
此
庭
に
實
謹
主
義
肚
會
學
の
運
動
の
特
質
を
指

示
す

る
爲
め
に
は
、

コ
ン
ト
、
バ
ッ
ク
ル
及
び
ス
ペ
ソ
ナ
ー
の
名
を
塞
ぐ
れ
ば
充
分
で
あ
る
ε
思
ふ
。
而
し
て
歴

史
的
生
活
、
人
間
の
共
同
生
活
關
係
を
支
配
す

る
法
則
を
設
定
す

る
ε
云
ふ
の
ガ
、
此

の
運
動
の
特
質
で
あ
る
。

も

つ
ざ
も
其
筈
の
法
則
の
設
定
は
、
只
實
謹
主
義

に
於
て
の
み
企
だ
て
ら
れ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
、
か
の

マ
ー
ル
ク
ス
説
の
如
き
も
亦
、
殊
に
嚴
格
な
る
法
則
を
提
出

し
た
。
し
か
も
人
間
關
係
の
合
則
的
決
定
説
は
、
實

謹
主
義
の
社
倉
學

に
於
て
、
最

ご
も
豊
富

に
巌
ピ
も
多
様
に
稜
展
し
た
の
で
あ
る
。
其
等

の
實
謹
主
義
者
は
厳
正

な
る
経
験
主
義
者
で
あ
ら
ん
こ
ご
を
望
み
、
彼
等

の
提
出
せ
る
法
則
は
純
経
験
的
観
察
に
基

い
て
設
定
さ
れ
だ
も

9



の
ε
信
じ
て
居
る
。
併
し
實
際

に
於
て
は
、
彼
等
も
粗
笨
な
経
験
論
者
の
運
命
に
陥

っ
て
居
る
の
で
、
彼
等
は
決

し
て
彼
等
の
言
明
す

る
が
如
く
に
、
囚
は
れ
な

い
観
察
に
基

い
て
立
論
し
て
居
る
の
で
は
な
く
、
實
は

り
定

の
ド

グ

マ
に
基

い
て
立
論
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
コ
ン
ト
の
三
状
態
説
は
、
宗
敏
は
人
類
の
進
歩

ξ
共
に
漸
次

に
無
用
物
ε
な
る
`
見

る
に
黙
に
於
て
、
啓
蒙
思
想
の
獲
痕
を
示
し
て
居
る
。

ス
ペ
ン
サ
ー
も
亦
、
厳
密
な
る
自

然
科
學
的
方
法
を
用
ひ
て
研
究
す
る
ε
穂
し

つ
つ
、
實
は
矢
張
り

マ
ソ
チ

ユ
ス
タ
ー
主
義

の
使
徒

ε
し
て

一
種

の

稠
断
を
唱

へ
て
居
だ
の
で
あ
る
。

右
に
述

べ
し
如
く
、
實
醗
主
義
者
の
思
想

ご
啓
蒙
思
想

ご
の
聞

に
、
親
し
き
關
係

の
存
す

る
は
疑
は
れ
な

い
が
、

然
る
に
他
方

に
於

て
は
實
鐙
主
義
は
啓
蒙
思
想
に
甚
だ
鋭
く
反
劃
し
て
居
る
。
夫
れ
は
値
入
は
共
同
図
鑑
及
び

一

般
的
獲
蓬
の
進
行

に
、.
個
人
格
の
意
義
が
全
く
消
失
す

る
程
、
根
本
的

に
依
存
す
る
ご
見

る
黙
に
於
て
で
あ
る
。

浪
漫
主
義
は
個
人
の
活
動

に
劃
し
て

一
定
の
飴
地
を
残
し
、
個

人
ざ
共
同
團
禮

ざ
の
關
係
の
規
定
に
於
て
、
術
ほ

我
物
を
保
留
し
だ
が
、
實
謹
主
義
は
個
人
格
を
全
く
否
定
し
、
只
粗
大
な
る
勢
力
の
支
配
の
み
を
認

め
ん
ε
す

る

の
で
あ
る
。

佛
財
及
び
英
図

に
於
て
は
、
實
謹
主
義
は
濁
逸
に
於
て
よ
り
も
、
大
に
流
布
し
易
か
っ
た
。
暴
れ
英
佛
二
國
に

,め
り
て
は
許
浪
漫
主
義

に
影
響

さ
れ
π
る
諸
學
間
内
に
於
て
、
凋
逸

の
宿
せ
し
ほ
こ
豊
富
な
學
問
的
文
献
が
、
獲

達
し
て
居
な
か

つ
π
か
ら
で
あ
る
。
猫
逸
に
あ
り
て
は
、
賞
讃
主
義
は
断
然
排
斥
さ
れ
た
。
濁
逸
は
實
際
上
實
謹

論

叢

濁
逸
最
近
の
祉
會
學
論

第
十
八
巻

〔第
三
號

三
こ

五
八
一



論

叢

獅
逸
最
近
の
勉
會
學
論

策
十
八
巻

(第
三
號

三
二
V

五
八
二

主
義

の
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
。
暴

れ
濁
逸
は
よ
り
善
き
も
の
を
有

っ
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
其
後
圭

ε
し

.て
肚
曾
主
義
の
人
な
る
獲
達
に
俘
な
ふ
て
、
(確
か
に
夫
れ
ば
か
り

で
な

い
が
)實
謹
キ
義
は
綱鯛
逸
に
於
て
始

め
て

勢
力
を
得
て
来
た
。
し
か
も
決

し
て
主
要
な
る
勢
力
ご
は
な
ら
な
か

っ
た
。

凋
逸
に
於
て
肚
會
主
義
の
獲
達
し
來
れ
る
時
代
は
、
是
れ
凋
逸
人
が
人
格
の
総
て
の
意
義
を
否
認
す

る
こ
ε
に

於
て
、
甚
だ
明
敏
な
る
見
解
を
確
立
し
得
る
も
の

、
如
く
に
考

へ
、
而
し
て
大
な
る
熱
心
を
以
て
、
人
間

の
共
同

團
磯
生
活
を
支
配
す
る
法
則
を
構
想
せ
ん
ε
せ
る
時
代
で
あ
る
。
而
し
て
濁
逸

に
於
け
る
實
謹
主
義
運
動
は
、
圭

嬉
し
て
實
際
的
な
政
治
的
或
は
肚
曾
的
目
的
を
達
せ
ん
が
偶
め
に
行
は
れ
、
現
實
的
利
益
を
其

の
隠

れ
た
る
原
動

力
ε
な
せ
る
も
の
で
め
る
。
併
し
當
時
廣
ま
れ
る
偏
局
な
輕
験
主
義
か
ら
生
起
せ
る
、
此

の
時
代
の

】
定
の

一「般

的
傾
向
も
亦
、
此
の
運
動
の
獲
達
の
上
に
其

の

↓
原
因
ご
し
て
作
用
し
陀
。
而
し
て
然
ら
ざ
れ
ば
他

の
方
針
に
進

ん
だ
ε
思
は
れ
る
多
く
の
學
者
も
、
自
然
此

の
い連
動
に
引

き
」込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

此

の
運
動
は
夫

れ
に
反
封
ず

る
諾
運
動
を
し
て
、
自
己
の
見
地
の
強
大
な
る
辯
護
、
自
己
反
省
及
び
自
己
特
有

の
思
想

の
強
健
な
る
建
設
を
必
要
な
ら
し
め
た
以
上
、
有
益
で
な
が

っ
た
ε
は
云
は
れ
な

い
コ
是
れ
は
夫
れ
自
身

不
正
當
な
運
動
が
、
屡

々
有
蓋
な
る
結
果
を
生
す

る
こ
ε
あ
る

一
例
で
あ
る
。
而

し
て
實
盟
主
義
運
動

に
謝
す
る

右
の
反
抗
は
凋
逸
學
問
の
去
れ
以
前

の
獲
蓬
方
針
を
脱

せ
す
、
よ
く
其
方
針
中

に
保
持
さ
れ
得
π
事
は
、
吾
人
の

特
に
注
目
す
可
き
黙
で
め
る
。
凋
逸
學
問
の
実
れ
以
前
の
方
針
に
於
て
、
實
謹
主
義
の
主
張
す

る
庭
の
、
個
人
が

0



客
観

的
勢

力

に
依
存
す

る
ご
見

る
見
解
は

、
夙
に
充

分

に
、
殊

に
浪
漫
主
義

の
茂
族
精

神
説

に
於

て
、
尊
重

さ
れ

て
居

た
が
、
夫

れ
ご
同
様

に
又
個
人
格

に
全

く
活
動

の
醗
地
を
認

め
す
、
人
間
共

同
生
活
關
係

を
確
乎

た

る
法
則

に
從
は

し
め
ん
ご
す

る
、
其

の
見
解

の
隔
局

な

る
こ
ε
も

、
矢

張
り
夙

に
認

め
ら
れ

て
居

た
の
で
あ
る
。
實
謹
主

義

に
封
ず

る
反
抗

は
、
實
際

上
盤

方
針

に
結

び
付

て
居

た
。
肚

曾
法
則

の
構

想
の
排
斥

に
於

て
、
ゲ

イ

ル
タ
イ
及

び

ソ
ッ
ケ
ル
ト
は
指
導
者

で
あ

っ
た
が
、
彼

等
は
浪
漫

主
義

の
思

想

ピ
の
關

係
を
よ
く
意
識

し

て
居

た

こ
ご
は
明

ら

か
で
あ

る
。

さ
れ
ば

歴
史
家
ゲ

ー

ツ
の
如

き
人

が
余

何

は
、

コ
ン
ト
、

バ
ッ
ク

ル
及

び

ラ

ム
プ

レ
ヒ
ト

に
よ
り

て
、
人
格

ご
共

同
團
榿

己

の
關

係

の
問
題

が
、
始

め
て
熱
誠

た
.論
究

に
附

せ
ら

れ
た
来

た
標

に
論
ず

る
の

は
、
不

思
議

に
威

ぜ
ら

れ

る
。
浪
漫
主
義
者

及
び
彼
等

の
耐

雪

か
ら
生

れ
た
る
諸
學

振

、
即
ち

歴
良
法
學
派
、

日
耳
曼

文

献
學

一
般
言
語
學

、
藝

術
更

、
政
治

史
、
歴
史
麗
濟
學

振

等

の
著
作

を
縮
く

ご
、
吾
人

は
其
め

中

に
、

個
人

`
共

同
臨
腸

こ
の
關
係

に
閲

す

る
有
益

な

る
考

察

が
、
豊

富

に
存

在
す

る
を
見
出

す

の
で
、
實

謹
主
義

の
輸

入

に
よ

り

て
、
凋
逸

に
於

て
個
人

ご
共
同
團
騰

こ
の
關

係
の
論
争
時

代

が
始
め
.て
開

か
れ
た

ご
は
、
決

し
て
云
ひ
得

ら

れ
な

い
の
で
あ
る
。

猫
逸
學
問

に
於

て
、
八
間
共

同
生
活
關
係

の
問

題

が
、
如
何

に
盛
ん

に
論
究

さ
れ
て
居

る
か
は

、
歴

史
家

、
神

學
者

、
藝

術
史

家
、
衣
藝

史
家
、
吉
諸
墨
者

、
文

献
學

者
、
法
學
者

、
経
濟
學
者

等
の
著
作

を
見

れ
ば

明
ら

か
で

あ

る
。
而

し
て
其

等

の
人
々
は
、

一
般

に
左

の
諸
黙

に
於

て

一
致

し
て
居

る
こ

ε
が
認

め
ら
れ

る
。
帥

ち

一
切

の

論

叢

濁
逸
最
近
の
祀
會
學
論

第
十
八
巻

〔第
三
號

三
三
)

五
八
三



駈

・
ぺ

」

論

h
叢

凋
逸
最
近
の
肚
會
學
論

「

第
十
八
巻

(第

三
號

蹴

三
四
)

五
八
四

エ
お

ヘ
マ
　

歴
史
的
作
業

は
、
興

へ
ら

れ
た

る
事
情
或

は
僚

件
に

よ
り
て
制
約

さ
れ

て
居

る
.こ
ε
、
併

し
歴
史

に
於

け

る
成

規

ヘ
ン
デ

的
な

る
も
の
は
、
決
し
て
輩
に

一
般
的
稜
達
か
ら
生
起
す
る
も
の
で
な
い
こ
巴
、
此
慮

に
ぽ
寧

ろ
創
造
的
天
才
が

諸
勢
力
の
活
動
中

に
入
り
込
ん
で
く
る
こ
ε
、

」
般
に
何
れ
の
歴
史
的
現
象
も
、
全
く
既
存
の
も
の
の
み
か
ら
説

明
さ
れ
得

な
い
こ
ご
等
で
あ
る
。
彼
等
は

一
般
に
「
精
神
物
理
的
因
素

の
作
用
の
神
秘
的
法
則
」
に
反
劃
し
、
嚴
格

な
る
法
則
を
表
示
せ
ん
ε
す

る

一
切
の
命
題
を
排
斥
し
て
居
る
。
要
す
る
に
凋
逸
學
問
に
於
て
は

一
般

に
、
共
同

團
燈
、
客
観
的
動
力
、
国
境
等
の
作
用
が
重
要
視
さ
れ
て
居

る
ご
同
塒
に
叉
、
之
れ
に
封
ず

る
個
人
の
濁
立
性
が

高
調
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
人
間
共
同
生
活
關
係
の
問
題
に
關
し
て
、
吾
人
が
濁
逸
學
問
か
ら
與

へ
ら

れ
る
諸
説
明
に
比
す
れ
ば
、
實
謹
主
義

の
成
業
は
大
に
劣

っ
て
居
る
ε
思
は
れ
る
。
佛
國
の
實
讃
主
義
者
は
、
濁

逸
の
實
鐙
主
義
者

よ
b
も
成
就
せ
る
慮
多
い
。
し
か
も
彼
等
の
成
業
に
於
て
は
有
効
な
る
も
の
は
、
實
は
彼
等
が

實
謹
主
義
の
主
旨
に
反
し
て
遂
成

せ
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。

凋
逸
畢
問
に
依

て
行
な
は
れ
た
る
資
謹
主
義
の
根
本
的
排
斥
は
、
偏
局
な
る
経
験
‡
義
が
勢
力
を
振

へ
る
時
代

に
於
て
、
既

に
成
就
さ
れ
て
居
た
。
.而
し
て
其
後
新
哲
學
時
代
が
獲
達
す
る
に
從
ふ
て
、
其

の
排
斥
は
念

力
完
全

に
、
愈
々
鋭
く
愈
々
意
識
的
に
な

つ
π
の
で
あ
る
が
、
此
の
方
針
に
於

て
特
に
功
績
を
認

め
ら
る
可
き
は
、
ゲ

イ

ル
タ
イ
、
ウ
イ
ソ
デ

ル
パ
ソ
ト
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
オ
イ
ッ
ケ
ソ
等
の
衝
撃
者

で
あ
る
。
俗
ほ
描
単
巻

シ
ユ
タ
ム
ラ

ー
も
同
様
な

る
方
針
に
於
て
多
く
の
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
だ
。
而
し
て
此
の
時
代
及

び
此
等
の
研
究
の
特
色
は
、

引



.

つ
ま
り
脛
験
的
研
究
の
最
善

の
侮
…説
を
固
持
す

る
に
就
て
、
出
来
る
だ
け
概
念
的
明
亮
を
得
ん
が
矯

め
に
大
に
努

力
す

る
こ
ε
併
し
夫
れ
`
共

に
、
歴
皮
的
現
象
の
贋
値
、
及
び
其
の
廣
人
な
る
結
合
#

に
原
由
に
關
す

る
問
題
を
、

大

に
重
要
観
す
る
こ
巴
で
あ
る
。

吐
露
に
右
の
方
針
に
從

へ
る
凋
逸

の
學
者
が
、
實
謹
主
義
或
は
實
超
主
義
肚
曾
學
を
排
斥
し
な
が
ら
、
し
か
も

実
れ
`
同
じ
く
肚
衝
撃
的
問
題
、
人
間
共
同
生
活
關
係
の
問
題
を
研
究
し
、
又
其
の
研
究
が
實
謹
主
義
肚
曾
學
よ

b
も

一
層
正
當
で
あ
る
こ
ご
を
二
三

の
例
を
擧
げ
て
示
し
て
置
き
だ

い
ε
思

ふ
。
例

へ
ば
脛
濟
階
段
説
に
付

て
考

へ
ん
に
、
實
読
主
義
者
は
脛
濟
階
段
を
、
確
乎
た
る

一
の
歴
史
的
獲
達
の
諸
節
、厳
密
な
る

一
の
歴
史
的
法
則
の
不

攣
的
表
現
ε
見
る
。
併

し
此
の
如
く
解
す
る
に
於

て
は
、
理
論
ε
経
験
的
に
確
定
さ
れ
る
事
實
ε
の
間

に
、
必
然

的
に
隔
離
が
生
す

る
。
そ
こ
で
歴
史
探
究
の
齎
ら
す
も

の
は
こ
う
で
あ
よ
い
因
歴
史
的
材
料
は
只
理
論
の
装
飾
に

過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
る
ε
云
ふ
が
如
く
に
論
じ
て
、
以
て
理
論
を
固
持
せ
ん
ε
す

る
様
な
人
々
が
出
来
て
く
る
。

然

る
に
凋
邀
撃
問
に
於
て
は
、
経
済
階
段
は
吾
人
が
依
て
以
て

一
時
代
、

↓
國
、

}
國
民
の
経
済
的
關
係
を
測
定

し
、
考
察
し
得

る
理
想
的
典
型
ε
見
ら
れ
て
居

る
。
此

く
て
理
論
ε
事
實
`
の
隔
離
が
除
去
さ
れ
、
両
者
は
適
當

に
調
布
さ
れ
る
こ
ε
ε
な
る
。
五
口
人
は
歴
史
的
に
確
定

さ
れ
た
る
事
實
を
、
概
念
的
範
躊
に
よ
り
て
測
定
し
、
之

れ
に
從
ふ
て
評
慣
す

る
威
で
、
輩
な
る
資
料
蒐
集
家
た
る
に
止
ま
る
危
険
を
脱
し
、
叉
右
の
意
味
に
て
用
ゆ
る
概

念
的
範
躊
は
、
事
實
を
確
定
せ
ん
ε
す
る
に
當

っ
て
、
決
し
て
吾
人
の
目
を
眩
ら
ま
す

こ
ε
な
く
、
吾
人
を
正
常

論

叢

濁
逸
最
近
の
壮
會
撃
臨

第
十
八
巻

(第
三
號

三
五
)

五
八
五



幽

論

叢
.

獅
逸
最
近
の
飛
禽
學
論
.

第
十
八
巻

(第
三
號

三
六
)

五
八
六

、

に
指
導
す

る
の

で
あ
る
喝
而

し

て
経
済
階
段

の
範

疇

の
此

の
如

蓉
運
用
は
、
實
謹
主
義

及
び
自
然
主
義

に
反

射

し

て
考

へ
出

さ
れ
π

る
も

の
、
随

ふ

て
英
佛

か
ら
楡

入

さ

れ
乾

る
實

謹
主
義

的

、
自
然
⊥土
義

的
軋肌
會
學

よ
り
は
、
其

の
意
義

を

一
層

正
賞

に
理
解
す

る
も

の
で
あ

る
。

攻

に

タ
イ
ネ

ツ
ケ
の
著
作

舷
於

て
見

ら
れ

る
が
如

き

、
新

し
き
簿

記
學

の
方
法

に
就

て
考

へ
て
見

よ
う
。
此

の

方
法

に
於

て
は
共

同
生

活
關
係

、
内
外

過
現

の
諸
影
響

の
最

こ
も
包
括
的

な
観
察

が
行

は
れ
、
共
同
生
活
關
係

は

決

し
て
灘
止

し
な

い
分
析

に
附

せ
ら

れ
、
而

し
て
其
筈

の
懸

に
於

て
如
何

な

る
所

謂
肚

曾
學

な

る
も

の
も
、
之

れ

に
疏
通
す

る
こ

ε
が
出

來
な

い
が
、

し
か
も

亦
個

人
は

決

し
て
共

同
生
活

關
係

の
内
容

及
び
作

用

に
よ
り
て
、
全

然
説

明
し
器

く

さ
れ
る
も

の
で
な

い
こ
ご
が
、
常

に
讃

示

さ
れ

て
居

る
。
}更
に
濁

逸

の
史
學

界

に
於

て
は
、
歴
史

的
現
象

の
起
源

、
腰
生
、
原
因

に
聞
す

る
無
数

の
研
究

が
公

に
さ
れ

て
居

る
が
、
其
筈

の
研
究

に
於

て
、
常

に
考

へ
得
ら

れ

る
だ
け
最

こ
も
包
括

的

に
、
共

同
生
活
關
係

を
考
察

せ
ん
こ
す

る
熱
誠

な

る
努
力

が
認

め
ら
れ

る
。
終

り

に

】
方

に
於

て
は

マ
ッ
ク

ス
、
ウ

エ
バ
ー
及
び

ト

レ
ル
チ
ε
、
他

方

に
於

て
は

う

バ
フ

ア
ル
及

び
プ

レ
ソ
タ

ノ

ー
ご
の
問

に
行
は

れ
セ

ゐ
が
如

き
、
資
本

生
姜

の
本
質

及

び
起
源

に
關
す

る
盛

ん
な
論
争

に
就

て
考

へ
て
見

れ
ば

其

鯨

の
人

々
は
何

れ
も
實
謹
ま
義
者

で
な

い
が
、

し

か
も
彼

等

は
全

く
肚

曾
學
的
な
研
究
を

遂
成
し

て
居

る

こ
ε

は
明
ら

か
で
あ
る
、
要

す

る
に
猫
速

撃
界

に
於

て
は
近

家
大

に
高
上

せ

る
學

問
的
熱
誠
及

び
活

動
は
、

一
切

の
諸

因
素
を
包
括
的

に
考
察

す

る
虎

の
、
共
同
生
活

關
係

の
研
究

の
人
な

る
獲

達
を
齋
ら

し

て
居

る
の
で
あ

る
。
さ
れ
ざ

・

引



実
れ
高

持
に
其
の
學
問
的
活
動
賎

歴
史
的
現
象
を
祟

る
だ
け

=

互

般

的
勢
力
の
作
品
に
還
元
し
、
又

之
を
馨

な
る
歴
嵩

法
則
の
結
果
或
は
表
響

見
合

す
る
・
あ

正
當
な
ら
ざ
る
を
、
明
ら
か
に
論
謹
し
て

居

る

の

で

め

る

。

今
以
上
述

べ
し
事
が
凋
速
撃
問
の
漁
釈

に
し
て
、猫
逸
學
者
の
研
究
は
健
全
な
る
意
味
の
現
實
主
義
的
精
磐

、

.
超
個
人
的
因
素
を
探
求

し
、
慣
値
見
地
を
獲
揮
し
、
事
物

の
結
合
を
究
明
せ
ん
こ
す
る
努
力

ε
を
、
造
営
に
結
合

す

る
も
の
ε
す
れ
ば
、
地
種
の
科
學
的
研
究
注
の
爲
め
に
之
を
押
し
退
け
ん
ε
す

る
理

田
は
、
全
く
存
し
な

い
の

で
あ
る
・
然
る
妥

襲

官

べ
・
ケ
ル
は

編

逸
は
肚
曾
思
ず
に
於
て
後
れ
て
居
る
。
砒
曾
學
は
濁
逸

的
思
渚

に
適
、

、
億
し
な
い
・
是
れ
肚
會
學
は

疲

的

旨

ハ
総
合

の
み
か
ら
成
立
す
る
が
故
で
あ
る
」
ε
云
ふ
て
居
る
が
、
夫
れ
は

つ
ま
り
猫
逸
學

問

の
成
業

に
關
す

る
彼

の
無
智

ご
、
耐

會
學
的
問

題

の
學

的
研
究

に
關

す

る
彼

の
誤

解

適
に
基

い

て
立
て
ら
一れ
だ

る
謬
見

で
あ

る
。

、

フ
オ

ソ
、

べ
ー
ゴ

ー
氏
は

、
夫

よ
り

べ
.ツ
グ
ル
氏

の
見
解

の
謬
妄

な

る
こ

ご
、
及

び
大
學

に
肚
會

學

の
激
授
職

を
設
け
る
は
無
用
な
る
こ
ε
、
叉
有
害
な
る
.三
姦

詳
ヒ

論
述
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
余
輩
が
足
れ
ま
で
述

べ
し
同
氏
の
見
解
以
走

、
此
庭
に
特
に
興
味
を
威
す

る
は
、
.肚
會
學
は
紹
合
的
な

雇

射
撃
問
已

て
域
立
し

得
な

い
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
同
氏
の
見
解
、
及
び

一
の
特
殊
科
學

ε
し
て
の
肚
會
學
の
成
立
は
、
.論
理
的
に
は
承

認
さ
れ
得
な

い
こ
底

な

淫

し
て
も
、
大
學
に
於
て
時

短

會
學
の
激
授
撃

馨

て
、
蒐

れ
が
研
究
及
び
激

授

に
當
ら
し
め
る
必
要
は
な

い
、
歪
な
実

れ
は
却

っ
て
有
害
で
あ
舎

兄
・
同
氏

の
出居
見
で
あ
・
。
ひ
、れ
で
暴
れ

よ
り
更

に
右

の
二
黙

に
關
す

る
同
氏

の
見
解

の
大
要
を

述

べ
る

こ
ε

ε
す

る
。
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